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選挙マルシェ KOTO特別企画 

日時：９月 13 日 19：00～21：30 

 所：江東区文化センター 

主催：選挙マルシェ KOTO 

開会挨拶・司会：恩田扶美、羽生有希 

はじめに： 7 月 3 日参議院選がスタート。東京選挙区の候補者は自民党：武見敬三、鈴木大地、公

明党：川村雄大、立憲民主：塩村あやか、奥村政佳、国民民主：牛田まゆ、奥村よしひろ、共産党：

吉良よし子、維新：音喜多駿、参政党：さや、れいわ：山本譲司、社民：西美友加等の 32名。 

結果は、東京選挙区では、自民党 1、公明 1、立憲 1、国民 2、参政党 1、共産 1の 7名が当選した。

新聞には「自公惨敗、国民・参政党躍進」と大きな見出しが躍った。全国では、自公で 47 名と非

改選を加えても過半数を割ることになった。立憲民主党は現状維持、国民 17、参政党 14の当選と

躍進、共産党が減少し、れいわが微増、社民党は 1名当選し政党要件を確保することとなった。 

 

 

 

 

 

 

 選挙戦の大きなテーマは経済、社会保障などが中心だったが、 

途中から日本人ファーストが大きな話題で、批判も大きかった。 

東京都当選者からのビデオメッセージ 

  全当選者から 5分ビデオメッセージを頂き、共有した。各当 

選者の想いや今後の活動への意気込み等、メッセージが印象的。 

参議院選 2025「みんなで選挙漫遊プロジェクト」報告   畠山選挙漫遊師匠+選挙漫遊士 

・ 今回、毎日各候補の街宣予定をチェックして、17日間の 

期間中に、猛暑の中、街宣現場に足を運び、立候補者 32人 

中、22人の候補者の方に直接会うことができた。同時に、 

「街に張られた比例代表のポスターを探す」というチャレ 

ンジを行ったが、政党は 4団体、候補者は 172人中 8人のみ。 

畠山：今回は選挙を手伝っている人も多く、投票率も 62.22％と前回よりも高くなった。政策より 

 も感情に訴える弁舌が多かったと感じた。政治家は超能力者ではない。コミュニケーションが大事

だ。普段から身近な政治を話そう。自由に語り合おう。白票はもったいない。 

選挙漫遊士等：中立、選挙者の見極めはとても難しいが、直接会い・聞くと一歩前進できる。 

 社会を分断する発言が多かったように感じた。ALS 者の目線に立った弁舌は新鮮だった。超能力

者と言って立候補する人もあるが？？ 立候補経験者から是非立候補してみたらと。 

 埼玉に住み、数県に街宣を聞きに行った。 

所感：ここ数年、政治関連で問題の多い江東区を何とかしたいと、選挙マルシェを立上げ、直接候補

者の声を聞くことができる機会を作り、公平な民主的な江東区を作りたいと選挙マルシェ KOTO が

作られた。選挙マルシェには候補者も積極的に参加し、コミュニケーションづくりに努力し始めた。

世界的にトランプ的政治が広がる中、貴重な民主主義の場に感謝したい。 （文責 中瀬） 

政党 勢力 

自民 101 

立民 38 

国民 22 

公明 21 

維新 19 

参政 15 

共産 7 

れいわ 6 

保守 2 

社民 2 

みらい 1 

みんな 0 

諸派 1 

無所属 13 

計 248 

  舟 は スローライフ・持続可能社会 の 先進役   2025 年 9 月 

  お 江 戸 舟 遊 び 瓦 版 1121 号 

  水彩都市江東  こころ美しい日本の再生  安全・安心まちづくり 

  お江戸観光エコシティ・お江戸舟遊びの会  江東区千田 13-10 

 

 

 

 

東京選挙区当選者から 畠山選挙漫遊十か条 

・全ての候補者を敬うべし 

・自分の目で見、聞くべし 

・選挙の自由を妨害しない 

・選挙はマシな地獄の選択 

・候補者を公平に比較すべし 

・政治家を崇め奉らない 

・応援候補ほど厳しく見る 

・訪問地名所や名物を楽しめ 

・棄権は愚かだと知るべし 

・上品な野次馬であれ 
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江東区南砂団地祭 

日時：2025年 9月 14日 15：00～18：00 

 所：東京都住宅供給公社南砂住宅中央広場 

共催：南砂住宅自治会・南砂住宅 2号棟自治 

   会、管理組合、南砂 8号棟管理組合・ 

南砂住宅団地祭実行委員会 

はじめに： 

  コロナ禍もあり、少子高齢化が進む中、 

各地の祭りが少なくなっている。そんな中、 

団地の 20代が「我々がやりますよ」と名乗り出て、 

学生や若者 100人もの参加で団地祭りが開催された。 

企画から準備も若手が中心に進めたという。 

自治会などによる花より団子も多く出店し、子供たち 

も大人も盆踊りを楽しんでいた。普段は知らない者同士 

が祭りを機会に知り合い、絆をつくり出す貴重なチャン 

ス。たくさんの人が、愉しい盆踊りなどを楽しんでいた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所感：能登半島地震、各地の線状降水帯豪雨による洪水等など日々各地の災害が続いている。江東区

は人情とスポーツの町とも言ってきたが、昔から祭りの町でもある。祭りはいざという災害時の

助け合いの訓練の場とも言われている。災害時の最も重要なことは、人と人との繋がりだ。日本

は世界に冠たる災害の国になっているが、人びとの繋がりで助け合いの仕組みを創り上げ、 

世界で冠たる防災の国を創り上げたい。誰一人取り残さないために。    （文責 中瀬） 

 

 

 

   


